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 グルタルアルデヒド標準測定分析法 

構造式：C5H8O2 分子量：100.11 CAS No.:11-30-8 

許容濃度等：産衛(最大許容濃度)0.03 ppm 

NIOSH (Ceiling)    0.2 ppm 

ACGIH(TLV-Ceiling)0.05 ppm 

物性等：比重：0.99-1.13 g/mL (20℃) 

BP：200.9℃ MP：-14℃  

Vp：2.2 kPa (20℃) 

別名：1,5-Pentanedial(Glutaral, 1,3-diformylpropan) 

サンプリング 分析 

サンプラー：2,4-DNPH コーティング球状 

シリカゲル InertSep mini AERO (300mg) 

(GL Science 製) 

保存性：GA として 58.9μg から 0.3μg の 

添加の範囲で、冷蔵で 5日間保存可能。 

ブランク：脱着溶媒およびサンプラーブラ 

ンクともに検出されない。 

分析方法：高速液体クロマトグラフ(HPLC) 分析法 

脱着：アセトニトリル(関東化学製 HLC-SOL 

アセトニトリル) 5mL 

機器：L-4200 (HITACHI 製) 

カラム：LaChromC18(5μm) (150cm×4.6mm) 

(HITACHI 製) 

カラム温度：40℃ 

移動相：acetonitrile/water (60/40) 

流速：1.0 mL/min 

検出器：UV 360nm 

注入量：50μL 

検量線：0.06－11.78μg/ mL の範囲で直線 

定量法：絶対検量線法 

 

精度 

添加回収率 0.3μg 添加で 92.9％、29.5μg で

98.4％、58.9μg で 97.4％ 

検出下限 (3SD) 

 0.004μg/ mL (0.02 ppb，1.0 L/min×4 h) 

定量下限 (10SD) 

0.012μg/ mL (0.06 ppb，1.0 L/min×4 h) 

適用：個人ばく露濃度測定          妨害：－ 
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